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感
染
症
対
策
に「
決
定
打
」は
な
い

細
か
い
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く

　
職
員
11
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
、ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
が
確
認
さ
れ
、本
庁
舎
全

面
閉
鎖
に
至
っ
た
大
津
市
。現
在
は
、滋
賀
県
と
市
保
健
所
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
報
告
書
を

受
け
、さ
ま
ざ
ま
な
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
い
る
。一
連
の
経
緯
や
、こ
の
異
例
の
事
態
か
ら

学
ぶ
べ
き
教
訓
な
ど
を
取
材
し
た
。

感
染
者
が
続
出
す
る
な
か	

立
て
続
け
に
対
策
を
実
施

　
最
初
に
、
本
庁
舎
全
面
閉
鎖
に
至
る
ま

で
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
た
い（
以
下
、

表
１
参
照
）。

　
本
庁
舎
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
確
認
さ
れ
た
の
は
４
月
11
日
、

都
市
計
画
部
に
勤
務
す
る
40
歳
代
の
管
理

職
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
14
日
ま
で
に
同
部

で
２
人
、
16
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
建
設

部
で
８
人
の
計
11
人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、

５
〜
７
人
目
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
17
日

に
は
、大
津
市
保
健
所
が
ク
ラ
ス
タ
ー（
感

染
者
集
団
）の
発
生
を
認
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
市
で
は
、
都
市

計
画
部
と
建
設
部
が
あ
る
本
館
３
階
及
び

４
階
の
西
側
エ
リ
ア
を
閉
鎖
、
最
終
的
に

２
つ
の
部
に
勤
務
す
る
全
職
員
２
６
０
人

を
自
宅
待
機
と
し
た
。
本
館
５
階
・
仮
執

務
室
の
応
援
職
員
15
人
に
も
同
じ
措
置
が

と
ら
れ
た
。
都
市
計
画
部
の
業
務
縮
小
に

伴
い
設
置
さ
れ
た
仮
執
務
室
に
は
、
同
部

の
業
務
経
験
を
持
つ
他
部
局
の
職
員
が
臨

時
に
配
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
建
設
部

の
感
染
者
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。

閉
鎖
中
は
、
管
財
課
職
員
及
び
清
掃
業
者

が
執
務
室
と
共
用
部
分
の
消
毒
を
実
施
し

た
。

　
並
行
し
て
、
全
庁
的
な
感
染
拡
大
防
止

策
も
進
め
ら
れ
た
。

　
13
日
に
は
、
本
庁
舎
全
体
の
共
用
部
分

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ボ
タ
ン
や
階
段
手
す
り
な

ど
）を
、
水
拭
き
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

へ
変
更
す
る
こ
と
と
し
、
清
掃
業
者
に
依

頼
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
、
管
財

課
か
ら
提
供
し
た
。

　
ま
た
、
出
勤
前
の
体
温
測
定
の
励
行
は

４
月
８
日
付
庁
内
通
知
で
示
し
て
い
た
が
、

13
日
か
ら
は
健
康
観
察
を
開
始
。
庁
内
通

知
で
体
温
・
体
調
を
記
録
す
る
様
式
を
示

し
た
う
え
で
、
風
邪
症
状
等
の
あ
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
所
属
長
を
通
じ
人
事
課
職

員
支
援
室
に
毎
日
報
告
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
た
。
職
員
支
援
室
で
は
、
感
染
者
が

発
生
し
た
部
局
に
つ
い
て
は
体
調
不
良
者

全
員
に
、
未
発
生
の
部
局
に
つ
い
て
は
、

症
状
が
３
日
以
上
継
続
し
て
い
る
職
員
に

対
し
、
電
話
に
よ
る
問
診
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
本
人
だ
け
で
は
な
く
家
族
も
含
み

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
検
し
た
職
員
に
は
、
職

員
支
援
室
に
報
告
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け

た
。
13
日
付
庁
内
通
知
で
は
そ
の
ほ
か
、

勤
務
時
間
中
の
こ
ま
め
な
換
気
と
執
務
室

の
清
拭
も
促
し
た
。

感
染
を
完
全
に
絶
つ
に
は	

本
庁
舎
全
面
閉
鎖
が
妥
当

　
15
日
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
す
べ
く
改
定
作
業
が
行
わ
れ

て
い
た「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

業
務
継
続
計
画（
暫
定
版
）」が
発
表
さ
れ
、

同
計
画
第
３
段
階
・
感
染
拡
大
期
に
あ
る

と
し
て
、
業
務
縮
小
・
休
止
の
具
体
的
な

検
討
に
入
っ
た
。

　
市
保
健
所
が
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
認
め

た
17
日
に
は
、消
防
局
と
、上
下
水
道・都

市
ガ
ス
業
務
を
担
う
企
業
局
を
除
く
、
本

庁
全
職
員
約
１
、２
０
０
人
を
対
象
に
、

隔
日
に
よ
る
２
交
替
制
勤
務
を
行
う
こ
と

を
決
定
。
週
明
け
の
20
日
か
ら
実
施
に
移

さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
間
に
建
設
部
で
新

た
に
４
例
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
健
康
観
察
か
ら
、
連
日
、
発
熱
者
が
出

て
い
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
た
。

　
こ
の
時
点
で
、
職
員
間
の
感
染
を
完
全

に
絶
つ
た
め
に
は
２
交
替
制
で
は
不
十
分

大津市役所本庁舎は、本館、新館、別館に分かれており、それぞれ
が連絡通路で結ばれている。本館は東西のエリアに分かれてお
り、今回は3・4階の西エリアで感染者が発生した。写真は本館・正
面と東側エリア。

滋
賀
県
大
津
市

事
例
¦
●❷

総務部人事課長の神崎 秀夫さん
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で
あ
り
、
本
庁
舎
全
面
閉
鎖
が
妥
当
と
い

う
結
論
に
至
っ
た
。
業
務
を
継
続
す
れ
ば
、

職
員
の
不
安
が
高
ま
る
こ
と
や
、
市
民
・

事
業
者
へ
の
感
染
リ
ス
ク
も
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
た

判
断
だ
っ
た
。
閉
鎖
期
間
は
４
月
25
日
か

ら
５
月
６
日
ま
で
の
12
日
間
で
、
２
交
替

制
勤
務
と
同
じ
く
消
防
局
と
企
業
局
は
除

外
す
る
こ
と
、
市
内
36
カ
所
の
支
所
は
開

庁
、
外
部
委
託
し
て
い
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
も
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
翌
21
日
に
は
、
佐
藤
健
司
市
長
が
記
者

会
見
で
そ
の
旨
を
公
表
。
こ
の
日
は
、
滋

賀
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

班
情
報
・
疫
学
統
計
チ
ー
ム
と
市
保
健
所

が
来
庁
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
感

染
者
発
生
フ
ロ
ア
の
巡
視
も
行
っ
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は	

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
が
…

　
12
日
間
と
い
う
閉
鎖
期
間
は
、
14
日
間

と
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
最
大

潜
伏
期
間
に
は
足
り
な
い
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
を
考
え
れ
ば
、
最
大
限
の

日
数
だ
っ
た
。
実
際
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
を
含
む
た
め
実
質
４
日
間
の
閉
鎖

で
あ
り
、
支
所
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
影
響
は
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
「
た
だ
、
そ
れ
で
も
市
民
の
方
か
ら
は
、

表１　本庁舎全面閉鎖に至るまでの経緯
感染者 本庁舎本館3・4Ｆの状況 全体の状況

11 土 1例目 都市計画部	
Ａ所属

⃝濃厚接触者自宅待機へ	
⃝Ａ所属と3Ｆ西側エリア共用部分消毒

12 日

13 月 2例目 Ｂ所属 ⃝Ａ所属、通常業務へ
⃝共用部分アルコール消毒開始【本庁舎】	
⃝健康観察開始【全庁】約2,300人	
⃝庁内通知（換気・手洗い等、感染拡大防止策の徹底）【本庁舎】

14 火 3例目 Ｃ所属 ⃝3Ｆ西側エリア閉鎖 ・窓口への飛沫感染防止フィルム設置【本庁舎】

15 水
⃝都市計画部全職員（120人）自宅待機へ	
⃝都市計画部	業務縮小	
→5F西エリア仮執務室設置（応援職員15人）

⃝業務継続計画	
　第３段階（業務縮小・休止）【全庁】

16 木 4例目 建設部	
Ｄ所属

⃝4Ｆ西側エリア閉鎖	
⃝建設部Ｄ所属	全職員（35人）自宅待機へ ※国・緊急事態宣言を全国に拡大

17 金 5～7	
例目 Ｄ所属 ◦市保健所 クラスター発生確認

　2交替制勤務（隔日）決定

18 土
8例目 Ｄ所属
9例目 Ｅ所属

19 日 10例目 Ｅ所属 ⃝建設部Ｅ所属	全職員（26人）自宅待機へ	
⃝５Ｆ応援職員全員（15人）自宅待機へ

20 月 11例目 Ｆ所属 ⃝建設部	職員全員（140人）自宅待機へ ⃝2交替制勤務（隔日）開始【本庁舎】約1,200人

21 火 ◦本庁舎全面閉鎖を決定 
◦県と市保健所 実地調査

22 水

23 木 ⃝テレワーク運用拡大【全庁】	
⃝庁内通知（家庭内の注意点）【全庁】

24 金

4/25～5/6　本庁舎全面閉鎖 消防局・企画局は除く・36支所は開庁

厳
し
い
声
を
頂
戴
し
ま
し
た
」と
語
る
の

は
、
総
務
部
人
事
課
長
の
神
崎
秀
夫
さ
ん

だ
。
批
判
は
、
不
便
さ
に
対
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、「
本
庁
閉
鎖
な
ど
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。
全
国
の
恥
だ
」「
感
染
し
た
職

員
の
名
前
を
公
表
せ
よ
」「
市
職
員
は
、公

共
交
通
機
関
で
通
勤
す
る
な
」と
い
う
、

感
染
者
へ
の
ス
テ
ィ
グ
マ（
差
別
・
偏
見
）

さ
え
感
じ
さ
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
た
だ
、

そ
ん
な
批
判
も
招
い
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、

本
庁
舎
全
面
閉
鎖
は
重
い
出
来
事
だ
っ
た

と
神
崎
さ
ん
は
受
け
止
め
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
大
津
市
で
は
以
前
、
支
所
を

10
カ
所
に
集
約
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た

も
の
の
、
市
民
や
議
会
の
反
対
に
よ
り
、

昨
年
に
は
36
カ
所
す
べ
て
を
残
す
方
向
で

ひ
と
ま
ず
の
決
着
を
見
た
。
そ
れ
が
今
回
、

図
ら
ず
も
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
し
て
機
能
し

た
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
当
然
、
必
要
だ

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
自
然
災
害
な
ど
緊

急
事
態
発
生
時
を
考
え
る
と
、
ど
こ
ま
で

ス
リ
ム
化
を
進
め
る
の
か
、
そ
の
程
度
は

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
閉
鎖
期
間
中
は
、
清
掃
業
者
が
庁
内
と

公
用
車
の
噴
霧
消
毒
※
を
実
施
。
ま
た
濃

厚
接
触
者
と
感
染
疑
い
の
あ
る
職
員
計

１
０
６
人
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
も
出
て
、

全
員
陰
性
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

感
染
疑
い
の
あ
る
職
員
と
は
、
健
康
観
察

の
結
果
か
ら
職
員
支
援
室
の
産
業
医
と
保

※編集部注　次亜塩素酸水を含む消毒液を噴霧。経済産業省は6月9日付「ファクトシート」で空間への噴霧について健康リスクを招く可能性があるとする世界保健機関（WHO）の見解を紹介。同26日には
　　　　　　厚生労働省と合同で、次亜塩素酸水を含む消毒薬について、物品の消毒についてのみ推奨している。
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健
ス
タ
ッ
フ
が
、
風
邪
症
状
等
が
あ
る
職

員
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
促
し
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
に
つ
な
げ
た
例
で
、
そ
の
数
は
４

人
だ
っ
た
。

感
染
防
止
対
策
は	

「
適
切
に
行
わ
れ
た
」

　
５
月
７
日
、
最
後
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
４
月
20
日
か
ら
14
日
間
以
上
、
新
た

な
感
染
者
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

予
定
ど
お
り
本
庁
舎
の
閉
鎖
が
解
除
さ
れ

た
。
２
交
替
制
勤
務
は
継
続
さ
れ
た
が
、

間
隔
は
隔
日
か
ら
隔
週
に
変
更
し
た
。
隔

週
勤
務
な
ら
ば
、
感
染
者
が
出
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
そ
の
チ
ー
ム
全
員
を
自
宅
待
機
と

し
、
別
の
チ
ー
ム
に
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
有
効
と

い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

　
５
月
21
日
に
は
、
県
と
市
保
健
所
合
同

チ
ー
ム
に
よ
る
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
関

す
る
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
最
終
報
告
書
は
感
染
源
や
感
染
経
路
に

つ
い
て
、
聞
き
取
り
の
結
果
、
感
染
者
11

人
が
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
機
会
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
不
明
」と
結
論
づ

け
た
。
執
務
環
境
に
つ
い
て
は
、
デ
ス
ク

間
隔
や
換
気
の
不
十
分
さ
な
ど
の
リ
ス
ク

を
指
摘
す
る
一
方
、
そ
れ
ら
は「
一
般
的

な
公
務
所
と
同
様
」と
の
考
察
も
示
し
た
。

　
フ
ロ
ア
の
閉
鎖
・
消
毒
や
健
康
観
察
の

実
施
な
ど
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
関
し
て

は「
適
切
に
行
わ
れ
た
」と
し
、本
庁
舎
全

面
閉
鎖
に
つ
い
て
も「
4
月
21
日
時
点
で

考
え
ら
れ
る
最
も
有
効
な
感
染
防
止
対
策

の
一
手
段
で
あ
っ
た
」と
評
価
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
25
日
の
全
面
閉
鎖
開
始
後
、

14
日
間
、
職
員
に
新
た
な
感
染
が
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、５
月
８
日

の
時
点
で
ク
ラ
ス
タ
ー
は
終
息
し
て
い
た

と
の
判
断
を
示
し
た
。

換
気
や
消
毒
は
徹
底	

デ
ス
ク
の
間
隔
確
保
は
困
難

　
市
で
は
こ
の
最
終
報
告
を
受
け
対
策
を

検
討
、５
月
25
日
に
公
表
し
た
。
表
２
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
提
言
の
各
項
目
に

沿
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
打
ち
出
し

た
が
、
実
際
に
は
、
徹
底
し
て
実
施
で
き

る
対
策
と
で
き
な
い
対
策
が
あ
る
。

　
執
務
室
の
換
気
と
共
用
部
分
の
消
毒
は
、

前
者
だ
。
１
日
４
回（
朝
・
昼
休
み
前
・
15

時
・
終
業
前
）、
庁
内
放
送
で
呼
び
か
け
、

窓
を
開
け
た
り
、
共
用
の
固
定
電
話
や
コ

ピ
ー
機
の
消
毒
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

全
職
員
が
一
斉
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
職
員
の
勤
務
体
制
に
関
し
て
も
、
２
交

替
制
勤
務
は
５
月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
し
た

も
の
の
、
在
宅
勤
務
や
時
差
出
勤
は
拡
大

が
図
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
前

の
３
月
の
時
点
で
も
、
在
宅
勤
務
の
条
件

に
濃
厚
接
触
が
疑
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
追

加
、
時
差
出
勤
も
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
職
員
全
員
に
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
庁
舎
全
面
閉
鎖
の
直
前
に
は
、

自
宅
か
ら
庁
内
の
自
分
の
端
末
を
遠
隔
操

作
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
変
更
、
専
用

端
末
な
し
で
の
在
宅
勤
務
を
可
能
と
す
る

な
ど
、
勤
務
体
制
変
更
に
当
た
っ
て
の
迅

速
な
対
応
が
際
立
っ
て
い
る
。

　
大
津
市
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
、
育
児

や
介
護
中
の
職
員
を
対
象
と
す
る
在
宅
勤

務
や
時
差
出
勤
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
回
の
迅
速
な
対
応
は
、

こ
う
し
た
ベ
ー
ス
が
事
前
に
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
可
能
だ
っ
た
と
い
う
。

　
健
康
観
察
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
現

在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
、
体
調
不
良
等
で
休
む
場

合
は
、
職
員
が
自
宅
か
ら
直
接
、
職
員
支

援
室
に
報
告
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

建物の制約から、デスク間隔を2m空けるのは現実的には不可能だが、
隣と対面に仕切りを設置し、飛沫感染を防ぐ

食事中は、飛沫感染のリスクが高くなる。
職員の食事スペースは席の間隔を空け、
感染リスク低減を図る。写真上はクラス
ター発生前、下が発生後。テーブルを勝
手に移動させない注意書きも

狭く、換気も不十分な更衣室。
入口に番号札を設け、一度に
利用する人数を制限

写真で見る大津市役所の感染防止策

Before

After
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表２　「提言」と「対応策」

21

Special Issue

　
一
方
、
困
難
な
の
が
デ
ス
ク
同
士
の
間

隔
確
保
だ
。
昭
和
42
年
竣
工
の
本
庁
舎
本

館
は
、
当
時
と
比
べ
飛
躍
的
に
増
加
し
た

事
務
量
な
ど
に
よ
り
狭き

ょ
う
あ
い隘
化
が
進
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
デ
ス
ク
間
に
２
ｍ
の
間
隔

を
つ
く
る
こ
と
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ

り
、
仕
切
り
を
設
置
す
る
の
が
精
一
杯
だ
。

感
染
者
を
出
し
た
所
属
で
も
机
の
配
置
は

以
前
の
ま
ま
だ
と
い
う
。
た
だ
建
設
部
で

は
、
支
所
の
会
議
室
に
執
務
室
を
分
散
さ

せ
る
と
い
う
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

庁
舎
の
古
さ
に
起
因
す
る
困
難
さ
は
、

ま
だ
あ
る
。
感
染
者
が
出
た
本
館
西
側
エ

リ
ア
に
は
、
１
フ
ロ
ア
に
つ
き
ト
イ
レ
が

１
〜
２
カ
所
し
か
な
い
。
そ
れ
を
１
０
０

人
以
上
で
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
、

当
然
現
在
も
変
わ
ら
ず
、
感
染
防
止
に
は
、

手
指
消
毒
を
徹
底
す
る
し
か
な
い
。

　
会
議
室
や
更
衣
室
も
狭
く
、
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
に
よ
る
換
気
を
励
行
す
る
ほ
か
、

更
衣
室
で
は
番
号
札
を
用
意
し
、
一
度
に

利
用
す
る
人
数
を
制
限
す
る
な
ど
の
工
夫

で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

最終報告の提言 対応策

① 市庁舎内において、
「密閉空間」「密集
場所」と「密接場
面」の全てを避ける

職場内の換気 ◦４月13日付庁内通知（終日もしくは１時間ごとの換気）を継続

職員間に2m以上の間隔を空ける又はパー
テーションによる飛沫防止

◦業務机は職員間2m以上の間隔を設ける
◦間隔を設けられない場合は、段ボール等を利用したパーテーションを設置

２交代勤務の継続・時差出勤の活用 ◦5月31日で２交代制勤務は解除するが、在宅勤務、時差出勤は継続

② 体調異常者が、自宅
療養もしくは	在宅勤
務できる職場環境を
構築

出勤前に健康状態を確認 ◦４月８日付庁内通知で出勤前の体温測定を周知
◦４月13日付庁内通知で検温結果を各人が記録する様式を作成し徹底

体調異常を認めた場合は出勤を控える ◦風邪症状のある職員は、出勤を控えるようにしており、所属長による体調確認
で徹底している

体調異常者を把握するシステムを構築 ◦４月13日付通知で所属長による所属職員の体調管理の把握を義務付け、筆頭課
を通じて、職員支援室へ報告するシステムとしており、今後も継続する

◦健康観察アプリの導入の検討

③ 全ての職員が、手指衛生及び咳エチケットを遵守し、就業中にマス
クを着用する

◦全職員マスク着用
◦出勤後、昼食前、協議・面談前後の手洗いの徹底

④ 風邪様症状を認めた職員は、家族内の感染拡大を予防するために、
できる限り、他の家族と部屋及び物品を区別すること

◦４月23日付庁内通知で、厚生労働省「家庭内でご注意いただきたいこと～８つ
のポイント～」を周知

⑤ 確定診断された職員は、退院後４週間、手洗い、咳エチケット及び
健康観察を強化すること

◦確定診断を受けた者に対しては、退院後、主治医の意見をもとに出勤を認め、
復帰後は、所属及び職員支援室で、健康観察を継続する

⑥ 職場環境の衛生管理
を徹底すること

高頻度接触面の適切な消毒 ◦午前２回、午後２回、共用部分の消毒を実施
◦庁内放送で、職員向けに消毒、手洗い、換気の徹底を周知（３回／日）※現在は4回

共用物品の使用前後に手指衛生を徹底 ◦共用物品を使用した場合は、手洗い又は手指を消毒することとする

管財課は、清掃業者に対し、通常清掃の際
に消毒も行うよう依頼

◦４月13日から実施（本文参照）

⑦ その他 職場環境の改善を検討する ◦今後も、感染防止に有効な対策を検討し、随時実施していく
◦各部局の安全・衛生委員会又は安全衛生推進者による着実な感染拡大防止策の実施
◦3密を回避するため、会議室や空きスペースを執務室として利用できる環境とする

総務部人事課長補佐の高橋 宏司さん

危
機
感
が
緩
ま
な
い
よ
う	

注
意
喚
起
を
続
け
て
い
く

　
こ
う
し
た
困
難
さ
を
抱
え
つ
つ
、
今
後
、

感
染
症
対
策
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

人
事
課
課
長
補
佐
の
高
橋
宏
司
さ
ん
は
、

こ
う
語
る
。「
今
は
ま
だ
、
危
機
感
が
続

い
て
い
る
か
ら
、
職
員
は
対
策
を『
自
分

ご
と
』と
し
て
と
ら
え
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
時
間
が
経
っ
て
も
こ
れ
が

緩
ま
な
い
よ
う
に
、
注
意
喚
起
を
続
け
て

い
き
た
い
」。

　

一
方
、
神
崎
さ
ん
は「
感
染
症
対
策
に

は『
こ
れ
を
す
れ
ば
完
璧
』と
い
う
決
定
打

は
な
く
、
細
か
い
取
り
組
み
を
積
み
重
ね

て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」と
し
た
う
え

で
、
感
染
者
が
出
て
も
、
業
務
を
い
か
に

継
続
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、
組
織

と
し
て
考
え
て
お
く
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
大
津
市
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
か
ら
の
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
が

感
染
拡
大
防
止
策
に
つ
な
が
り
、
支
所
を

温
存
し
た
こ
と
は
、
本
庁
舎
全
面
閉
鎖
の

な
か
で
の
業
務
継
続
に
寄
与
し
た
。

　
大
津
市
の
事
例
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
公
務
職
場
の
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
、
平
時
か
ら
の
基
礎
自
治
体
と
し

て
の
あ
り
方
も
含
め
、
多
く
の
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
と
い
え
そ
う
だ
。


